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平成23年度決算をお知らせします平成23年度決算をお知らせします
特集特集 2～7面

力いっぱい力いっぱい
　町内の保育所・児童館・幼稚園の運動会は9月8日、
15日、29日、30日に行われました。
　子どもたちは日ごろの練習の成果を発揮し、力いっ
ぱい頑張りました。

【写真上】障害物を乗り越えダッシュ（第一保育所）
【写真下】元気に踊る子どもたち（第二保育所）
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平
成
23
年
度
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本

大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
対
し
、
本
町
の
最
優
先
課

題
と
し
て
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
ほ
か
、
経
済

情
勢
の
推
移
や
税
制
改
正
の
内
容
、
国
県

の
予
算
編
成
動
向
等
も
注
視
し
な
が
ら
、

第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
行
財

政
改
革
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
６
つ
の
基
本

目
標
に
基
づ
い
て
、
重
点
的
・
優
先
的
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
の
実
現
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

　
決
算
に
お
け
る
主
な
財
政
指
標
は
、「
地

方
債
残
高
」
は
石
川
中
学
校
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
事
業
な
ど
に
係
る
起
債
に
よ

り
増
加
し
ま
し
た
が
、「
経
常
収
支
比
率
」

が
78
・
2
％
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

0
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
ほ
か
、「
債

町
の
財
政
状
況

　
平
成
23
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
9
月
6
日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
町
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
23
年
度

町
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

務
負
担
行
為
額
支
出
予
定
額
」
は
大
幅
に

縮
減
し
、
さ
ら
に
「
財
政
調
整
基
金
残
高
」

が
増
加
す
る
な
ど
、
財
政
指
標
全
般
で
改

善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
実
質
公
債
費
比
率
」
も
大

幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
公
債
費
負
担
の
適

正
化
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成

果
が
着
実
に
反
映
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

平成 23年度歳入歳出決算額

歳　　　入
113億8,748万円

歳　　　出
106億6,189万円

石
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

　
町
で
は
、
平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
及
び
資
金
不
足
比
率
を

算
定
し
ま
し
た
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
13
・
2
％
と

な
り
、
前
年
度
に
比
べ
1
・
8
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
47
・

6
％
と
な
っ
て
お
り
、
対
前
年
度
比
で

15
・
7
ポ
イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
低
下
し
、

早
期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。

　
他
に
も
「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」
に
つ
い
て
は
赤
字
額
が
な

く
、「
資
金
不
足
比
率
」
に
つ
い
て
は
資

金
不
足
額
が
な
い
た
め
、
指
数
が
算
定
さ

れ
な
い
な
ど
、
い
ず
れ
の
比
率
も
早
期
健

全
化
基
準
及
び
財
政
再
生
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
町
の
財
政
状
況
は
健
全
な
状
態

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

区　　　分 算定結果 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 　　―　　　 15.0　　 20.0　　
連結実質赤字比率 ―　　　 20.0　　 30.0　　
実 質 公 債 費 比 率 13.2　　 25.0　　 35.0　　
将 来 負 担 比 率 47.6 350.0　　 ―　
資 金 不 足 比 率 ―　　　 20.0　　 ―　

＊実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字額が算定されていないため「—」で表示しています。
また、資金不足比率においても資金不足を生じた公営企業（水道事業会計、簡易水道事業特
別会計、宅地造成事業特別会計）がなかったため「—」で表示しています。

（単位：％）
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平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
で

１
１
３
億
８
，７
４
８
万
円
、
歳
出
で

１
０
６
億
６
，１
８
９
万
円
と
な
り
、
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財

源
と
し
て
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

各
会
計
の
決
算
概
要

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 75億8,319万円 70億3,644万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 20億6,107万円 19億6,331万円

後期高齢者医療 1億4,411万円 1億4,066万円

介 護 保 険 13億7,767万円 13億6,584万円

母 畑 財 産 区 1,713万円 26万円

中 谷 財 産 区 763万円 22万円

土 地 開 発 事 業 3,396万円 337万円

簡 易 水 道 事 業 1億3,269万円 1億2,479万円

宅 地 造 成 事 業 3,003万円 2,700万円

合　　計 113億8,748万円 106億6,189万円

会計別歳入歳出決算額

源
４
，１
１
９
万
円
を
除
き
、
６
億
８
，

４
４
０
万
円
の
決
算
収
支
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
町
債
の
元

利
償
還
金
や
石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組

合
な
ど
が
起
こ
し
た
地
方
債
充
当
負
担
金
、

国
営
母
畑
総
合
農
地
開
発
事
業
な
ど
債
務

負
担
行
為
に
基
づ
く
負
担
金
等
の
縮
減
に

よ
り
、
年
々
減
少
し
て
い
く
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、「
将
来
負
担
比
率
」
に

つ
い
て
も
、
町
債
残
高
や
債
務
負
担
行
為

に
基
づ
く
支
出
予
定
額
等
の
減
少
に
よ
り
、

逓
減
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。 今

後
の
見
通
し

 

実
質
赤
字
比
率 

　
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足
額
（
い

わ
ゆ
る
赤
字
額
）
を
、
町
の
一
般
財
源

の
標
準
的
な
規
模
を
表
す
「
標
準
財
政

規
模
」
で
除
し
た
も
の
で
す
。

 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

　
町
の
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
と
黒

字
額
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
を

一
つ
の
法
人
と
み
な
し
た
上
で
、
歳
出

に
対
す
る
歳
入
の
資
金
不
足
額
を
、
標

準
財
政
規
模
で
除
し
た
も
の
で
す
。

 

実
質
公
債
費
比
率 

　
一
般
会
計
の
公
債
費
や
公
債
費
に
準

じ
た
経
費
の
額
（
公
営
企
業
等
他
の
会

計
の
公
債
費
へ
の
繰
出
金
等
）
を
、
標

準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
除
し

た
も
の
の
３
か
年
の
平
均
値
で
す
。

 

将
来
負
担
比
率 

　
町
が
発
行
し
た
地
方
債
の
残
高
や
契

約
等
で
将
来
の
支
払
い
を
約
束
し
た
も

の
（
債
務
負
担
行
為
額
）
な
ど
決
算
年

度
末
時
点
で
の
将
来
負
担
額
を
、
標
準

財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
除
し
た

も
の
で
す
。

 

資
金
不
足
比
率 

　
一
般
会
計
等
に
お
け
る
実
質
赤
字
に

相
当
す
る
公
営
企
業
会
計
の
「
資
金
不

足
額
」
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
で

除
し
た
も
の
で
す
。

財
政
用
語
の
解
説

120

100

80

60

40

20

0
H18決算 H19決算 H20決算 H21決算 H22決算 H23決算

108.7
90.8

81.0
63.3

47.6

15.0 13.217.920.522.523.2 実質公債費
比率

将来負担
比率
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その他の依存財源
5,909万円
0.8％

町債
5億7,064万円

7.5％
県支出金
7億876万円
9.4％

国庫支出金
6億1,005万円

8.0％

地方交付税
28億654万円
37.0％

地方消費税交付金
1億5,755万円

2.1％

地方譲与税
1億760万円
1.4％

その他の自主財源
2億1,996万円

2.9％

繰越金
4億7,370万円

6.3％

分担金及び負担金
2億1,520万円

2.8％

町税
16億5,410万円

21.8％

一般会計歳入決算の内訳

依存財源 自主財源

　
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で

75
億
８
，３
１
９
万
円
（
対
前
年
度
比
４
・

１
％
増
）、
歳
出
で
70
億
３
，６
４
４
万

円
（
対
前
年
度
比
５・３
％
増
）
と
な
っ

て
お
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
億
４
，

６
７
５
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
を
除
き
５
億
５
５
６
万
円
の
剰
余

金
と
な
り
ま
し
た
。

　
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
震
災
復
興
特
別
交
付

税
の
交
付
が
年
度
末
と
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
災
害
復
旧
対
応
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
に

よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
を
中
心
に
執
行

で
き
な
か
っ
た
事
業
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
例
年
を
上
回
る
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
で
は
、
固
定
資
産
税
や
入
湯
税
が

前
年
度
決
算
額
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
法

人
町
民
税
が
対
前
年
度
比
13
・
5
％
増

の
９
，７
３
１
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、
個

人
町
民
税
が
対
前
年
度
比
1
・
4
％
増

の
４
億
８
，９
０
６
万
円
と
な
る
な
ど
、

全
体
で
は
対
前
年
度
比
1
・
5
％
増
の

16
億
５
，４
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
、
普
通
交
付

税
が
対
前
年
度
比
で
３
，３
３
１
万
円
増

加
し
た
ほ
か
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
の

創
設
な
ど
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
に
つ
い

て
も
対
前
年
度
比
で
１
億
８
，３
５
３
万

円
の
大
幅
な
増
額
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
対

前
年
度
比
8
・
4
％
増
の
28
億
６
５
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
国
庫
支
出
金
で
は
、
災
害
復
旧

事
業
に
係
る
国
庫
負
担
金
等
の
増
加
要
因

が
あ
る
一
方
で
、
各
種
交
付
金
が
前
年

度
を
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
対
前
年

度
比
12
・
4
％
減
の
６
億
１
，０
０
５
万

円
、
県
支
出
金
で
は
、
市
町
村
復
興
支
援

交
付
金
、
放
射
能
対
策
に
係
る
各
種
補
助

金
等
の
増
加
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
60
・

2
％
増
の
７
億
８
７
６
万
円
と
な
っ
た
ほ

か
、
町
債
で
は
、
学
校
施
設
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
造
事
業
債
等
の
増
加
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
19
・
6
％
増
の
５
億
７
，

０
６
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
入
の
主
な
内
容

歳
入
歳
入

町税決算額
税　目 決算額 比　率

町 民 税 5億8,637万円 35.4%
固定資産税 8億9,993万円 54.4%
交 付 金 36万円 0.0%
軽自動車税 3,919万円 2.4%
た ば こ 税 1億1,460万円 7.0%
入 湯 税 1,365万円 0.8%
合 計 16億5,410万円 100.0%
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目的別で見た歳出

民生費
18億7,445万円

26.6％

公債費
5億8,964万円

8.4％
教育費

9億2,071万円
13.1％

消防費
4億634万円
5.8％
土木費

4億5,036万円
6.4％

商工費
2億3,470万円

3.3％

農林水産業費
3億5,628万円

5.1％

衛生費
6億4,836万円

9.2％

総務費
10億6,367万円

15.1％

その他
4億9,193万円

7.0％

性質別で見た歳出

繰出金
7億3,546万円
10.4％

補助費等
11億7,928万円

16.8％

物件費
7億5,539万円
10.7％

公債費
5億8,963万円

8.4％

扶助費
6億7,742万円

9.6％

人件費
13億9,536万円

19.8％

その他
6億3,655万円

9.1％

災害復旧事業費
1億8,162万円

2.6％

普通建設事業費
8億8,573万円
12.6％

歳
出
の
主
な
内
容

　
民
生
費
が
18
億
７
，４
４
５
万
円
、
次

い
で
総
務
費
、
教
育
費
、
衛
生
費
、
公
債

費
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
民
生
費
と
衛
生

費
を
あ
わ
せ
た
社
会
保
障
関
係
費
で
は
、

構
成
比
が
35
・
8
％
と
な
り
、
決
算
額
の

お
お
よ
そ
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
費
は
風
評
被
害
対
策
へ
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
土
木
費
は
災
害
対
応

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
の
決
算
額
を
上
回

り
ま
し
た
。

　
人
件
費
は
職
員
数
の
減
に
伴
い
対
前
年
度
比
0
・
6
％
減
の
13
億
９
，

５
３
６
万
円
、
物
件
費
は
、
放
射
能
対
策
関
係
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
20
・
9
％
増
の
７
億
５
，５
３
９
万
円
、
公
債
費
は
町
債
残
高
の
縮

減
に
よ
り
対
前
年
度
比
5
・
2
％
減
の
５
億
８
，９
６
３
万
円
、
補
助
費
等

で
は
、
一
部
損
壊
住
宅
補
修
補
助
金
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
14
％
増
の

11
億
７
，９
２
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
23
年
度
は
災
害
復
旧
対
応
を
優
先
さ
せ
た

た
め
、
当
初
予
定
し
て
い
た
事
業
を
執
行
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
対
前
年
度
費
29
・
6
％
減
の
８
億
８
，５
７
３
万
円
、
災
害
復
旧

事
業
費
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
15
号
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り

１
億
８
，１
６
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
と
し
て
維
持
補
修
費
は
、
地
震
災
害
や
雨
災
害
な
ど
の
復
旧
作
業

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
98
％
増
の
１
億
２
，８
４
８
万
円
と
な
っ
た
ほ
か
、

積
立
金
は
財
政
調
整
基
金
等
の
積
立
て
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
78
・
8
％
増

の
４
億
５
，４
３
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

目
的
別

性
質
別

歳
出
歳
出

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る額1億5,131万円は、当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額815万円、過年度分損
益勘定留保資金2,141万円、当年度分損益勘定留
保資金5,121万円、建設改良積立金7,054万円で
補てんしました。

水道事業会計 23年度決算 22年度決算

収益的収支
収入 2億5,796万円 2億6,409万円

支出 1億9,322万円 1億8,870万円

資本的収支
収入 2,933万円 1,210万円

支出 1億8,064万円 4,061万円

水道事業会計決算
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　集中改革プランに沿った取り組みにより、平成17年度以
降は事業費に充当する地方債の発行を極力抑制したほか、
繰上償還も行ってきました。その結果、平成23年度末地方
債残高は47億6,866万円で、平成17年度と比較して24億円程
度減少しました。今後も災害復旧事業や第５次総合計画に沿
った事業を行うための財源として、地方債の発行予定があり、
一時的には地方債残高の増加が見込まれるものの、中長期
的には、公債費、地方債残高ともに減少していくものと考
えています。

【借入予定】平成24年度：臨時財政対策債、消防防災施設整備事業債、過年度補助災害復旧事業債
【借入予定】平成25年度：臨時財政対策債、消防防災施設整備事業債
【借入予定】平成26・27年度：消防防災施設整備事業債、学校施設整備事業債

一般会計公債費と町債残高の
推移及び今後の推計

年度 借入額
年度別償還額

地方債残高
元利償還額 左のうち元金

17 38,700 99,418 82,060 720,172 
18 28,320 98,308 82,642 665,850 
19 24,057 145,545 132,504 557,403 
20 25,118 80,389 70,010 512,511 
21 32,167 75,585 66,660 478,018 
22 47,723 62,174 54,321 471,420 
23 57,063 58,963 51,617 476,866 
24 36,326 54,615 47,791 465,401 
25 33,000 50,865 44,583 453,818 
26 143,760 49,019 43,207 554,371 
27 17,590 48,563 41,773 530,188 

平成２３年度までは決算額。平成２４年度以降は予定額。

（単位：万円）

町債残高

17
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

町
の一般
会
計
歳
出
が「
壱
万
円
」だ
っ
た
ら
？
こ
の
金
額
は
各
項
目
の一般

財
源
を
1
0
，0
0
0
円
に
換
算
し
た
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の「
壱
万
円
」

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

町債（借入金）
の返済

公債費
838円

児童福祉、
老人福祉等

民生費
2，664円

教育関係

教育費
1，308円

健康診断や
ごみの収集等

衛生費
921円

町の行事や
役場の管理等

総務費
1，512円

災害復旧関係

災害復旧事業費
235円

商工業振興

商工費
334円

農林業の振興

農林水産業費
506円

町議会運営費

議会費
143円

労働費 3円
諸支出金 319円

その他
322円

道路・公園の整備、
維持管理

土木費
640円

防災や消防団活動

消防費
577円
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石川町の家計簿
　町の財政と家庭の家計では仕組みが違いますが、一般会計歳入歳出決算額を1000分の1に縮小し、家計
の収入支出額に例えてみました。

一般会計の歳入決算額　75億8,319万円　⇒　家計収入額　758万3千円
一般会計の歳出決算額　70億3,644万円　⇒　家計支出額　703万6千円　

収入　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 町の歳入項目 金額
（前年度比較）

構成比
（％）

給料 町税 1,654
（24） 21.8

パート収入 分担金・負担金 
使用料・手数料

272
（△7） 3.6

親からの仕送り

地方交付税 
地方譲与税 
各種交付金 
国庫支出金 
県支出金

4,450
（357） 58.6

不動産収入 財産収入 27
（2） 0.4

預金の引出し 繰入金 5
（△81） 0.1

その他の収入
寄附金
繰越金
諸収入

605
（△90） 8.0

ローンの借入 町債 570
（93） 7.5

合　　計 7,583
（298） 100.0

預金残高 基金残高 1,850
（449） ー

うち普通預金 うち財政
調整基金

514
（150） ー

支出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 町の歳出項目 金額
（前年度比較）

構成比
（％）

食費 人件費 1,395
（△9） 19.8

公共料金 
生活雑費 物件費 755

（130） 10.7

家・庭の手入れ、
車の修理 維持補修費 129

（64） 1.9

医療費、
子どもの学費 扶助費 677

（37） 9.6

知人等への援助、
会費、交際費 補助費等 1,179

（144） 16.8

家の増改築、
家財道具の購入

普通建設
事業費

886
（△372） 12.6

地震・大雨災害
等の応急処置

災害復旧
事業費

182
（182） 2.6

ローンの返済 公債費 590
（△32） 8.4

預金 積立金 454
（200） 6.4

株式投資、
貸付金

投資金・出資金
貸付金

54
（2） 0.8

子どもへの
仕送り 繰出金 735

（8） 10.4

合　　計 7,036
（354） 100.0

借金残高 町債残高 4,769
（55） ー

借金残高に
係る利息

町債残高に
係る利息

446
（△14） ー
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町
民
の
皆
さ
ん
に
職
員
の
給
与
実
態
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
町
職
員
の
給
与
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
数
値
等
は
、
平
成
24

年
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地
方
公
共
団
体
定
員
管

理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
町
職

員
の
定
員
適
正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
平

成
16
年
度
の
200


人
か
ら
平
成
25
年
度

ま
で
の
9
年
間
で
50
人
の
職
員
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

◆
職
員
の
給
与

　
町
職
員
の
給
与
は
民
間
給
与
の
調
査
に

基
づ
く
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
及
び
国
や

他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
均
衡
を
考
慮

し
つ
つ
町
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定

め
て
い
ま
す
。

◆
職
員
数

　
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
の
職
員
数
は

154


人
で
、
平
成
23
年
に
比
べ
5
人
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
臨
時
・
嘱
託
職

員
除
く
）

　
町
で
は
現
在
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
給

与
な
ど
の
抑
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
①
特
別
職
の
給
料
の
減
額

　
　
（
町
長
は
給
料
月
額
の
15
％
相
当
分
、

副
町
長
及
び
教
育
長
は
給
料
月
額
の

10
％
相
当
分
を
減
額
）

　
②
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
抑
制

平
成
25
年
度
ま
で
に

50
人
の
削
減

町
長
15
％

特
別
職
10
％
を
減
額

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

町
職
員
の

　
給
与
を
公
表
し
ま
す

縡 人件費の状況（平成23年度一般会計決算）
歳出総額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率

703,644 万円 139,536 万円 19.8％

※人件費には、議会議員やその他非常勤特別職の報酬、町長・副町長
などの特別職給与、職員給与及び退職手当組合負担金などが含まれます。

縟 初任給の状況（24年４月１日現在）

区分 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 175,100 円 187,200 円
短大卒 155,400 円 167,000 円
高校卒 142,500 円 151,000 円

技能労務職 高校卒 137,900 円 145,800 円

縉 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（24年４月１日現在）

区分 経験年数
10年～15年未満

経験年数
15年～20年未満

経験年数
20年～25年未満

一般行政職

大学卒 299,400 円 332,600 円 372,300 円

短大卒 280,000 円 329,200 円 331,600 円

高校卒 241,600 円 302,100 円 326,200 円

縋 特別職報酬等の状況（削減後）
給料（報酬）月額 期末手当（支給割合）

給
　
　
料

町　長 678,300 円 6 月期末 1.40 月分

副町長 575,100 円 12 月期末 1.50 月分

教育長 538,200 円 計 2.90 月分

縱 平均年齢及び平均給料月額の状況（平成24年４月現在）

区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職員 43歳 9 月 341,400円

技能労務職員 54歳 8 月 370,700円

縒 人件費の状況（平成23年度一般会計決算）

職員数
給与費

一人当
り給与

前年度
一人当
り給与給料 職員手当 期末・勤勉

手当 計

137 人 57,291
万円

8,633
万円

20,666
万円

86,590
万円

632
万円

618
万円

※職員手当（退職手当を除く）には、国政選挙等の手当を含みます。



9 ● 広報いしかわ 11 月号

縢 職員手当の状況（平成24年４月１日現在）

期末勤勉

手当

区分 町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.325 月分 0.675 月分 1.375 月分 0.675 月分

計 2.55 月分 1.35 月分 2.60 月分 1.35 月分

退職手当

町 国

（支給率） 自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨

勤続 20 年 23.5 月 30.55 月 23.5 月 30.55 月

勤続 25 年 33.5 月 41.34 月 33.5 月 41.34 月

勤続 35 年 47.5 月 59.28 月 47.5 月 59.28 月

最高限度 59.28 月 59.28 月 59.28 月 59.28 月

※退職手当基本額に、職務の級等により調整額が加算される場合があります。
※定年前早期退職者に対しては、勤続期間等により退職手当の基本額に加
算される場合があります

繆 一般行政職の級別職員数（平成24年４月１日現在）

区分 1級 2級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計

標準的な業務 主事補・主事 主事 係長・主査 主幹・課長補佐
・主任主査 課長・主幹 課長

職員数（人） 10 2 30 30 15 4 91

構成比（％） 11.0 2.2 33.0 32.9 16.5 4.4 100

参考 前年度構成比 10.5 1.1 34.7 35.8 13.7 4.2 100

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職を除いた行政職員です。

繦 職員数の状況（総数）

部

門

一般行政部門 特別行政
部門 一

般
会
計

公営事業部門

計議

会

総
務
企
画

税

務

民
生
衛
生

商
工
労
働

農
林
水
産

土

木

小

計

教

育

水

道

そ
の
他

小

計
平成
24年 2 29 9 54 2 10 7 113 19 132 8 14 22 154

平成
23年 2 34 9 53 2 9 7 116 21 137 8 14 22 159

差引 0 △ 5 0 1 0 1 0 △ 3 △ 2 △ 5 0 0 0 △ 5

縻 定員適正化計画の年次別進捗状況
一般行政 特別行政（教育） 公営事業等（水道等） 計

職員数 増 減 数 職員数 増減数 職員数 増 減 数 職 員 数 増 減 数

第1次計画
（平成7年〜

16年）

平成6年度（計画前年） 175 45 14 234

平成16年度 135 △ 40 43 △ 2 22 8 200 △ 34

目標 208

達成率 104%

第2次計画
（平成16年〜

25年）

平成 16 年度（基準年） 135 43 22 200

平成 23 年度 116 △ 19 21 △ 22 22 0 159 △ 41

平成 24 年度 113 △ 22 19 △ 24 22 0 154 △ 46

進捗率 100% 100% ー 92%

平成 25 年度（目標年） 113 △ 22 19 △ 24 18 △ 4 150 △ 50

特殊勤務
手当 感染症等防疫作業手当　１日につき290円

時間外勤務
手当

正規の職員が勤務時間を越えて勤務したときに支給される
手当
職員一人当たりの平均支給年額 202,370 円

扶養手当 配偶者 13,000 円　配偶者以外の扶養家族 6,500 円

住居手当 借家
借間

月額 9,500 円を超える家賃を支払っている職員
に対し 100 円から 27,000 円

通勤手当

交通機関
等利用者

61,000 円まで全額、61,000 円を超えた場合、
その超えた額の 2 分の 1 の額を 61,000 円に加
えた額

交通用具
利用者 通勤距離に応じて 2,400 円から 47,700 円

管理職手当 課長の職にある職員　　　　給料月額× 12/100
課長補佐の職にある職員　　給料月額× 6/100
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第
５
次
総
合
計
画「
後
期
基
本
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
計
画
と
す
る
た
め
、
今
年
７
月
、
施

策
ご
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
評
価
（
満
足
度
）
と
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
へ
の
要
望
（
重
要
度
）

に
つ
い
て
、
１
，０
０
０
名
（
回
収
率

80
・
3
％
）
を
対
象
に
「
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
21
年
度
に
策
定
し
た

「
み
ん
な
が
主
役　
協
働
と
循
環
の
ま

ち
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
第
５
次
総
合
計

画
の
「
前
期
基
本
計
画
」
を
基
に
、
各

種
の
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
前
期
基
本
計
画
」
の
計
画
期
間
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
5
年

間
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
、
原
子
力
発
電
所
で

の
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
経
済
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
か
ら
、
一

　
現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

取
り
入
れ
た
後
期
基
本
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
、
石
川
町
振
興
計
画
審
議
会
を

設
け
、
審
議
委
員
に
よ
り
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
第
１
回
石
川
町
振
興
計
画

審
議
会
は
、
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、

委
員
15
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
は
、
矢
吹
重
光
氏
が
選
任
さ

れ
、
前
期
取
り
組
み
の
検
証
や
後
期
基

本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の
審
議
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
、
提
言
を
よ

り
反
映
さ
せ
た
計
画
と
す
る
た
め
、
意

見
公
募
、
意
見
公
聴
会
を
行
い
ま
す
。

●
意
見
公
募

　
策
定
過
程
で
の
町
民
参
画
を
進
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
言
等
を
よ

り
反
映
さ
せ
た
計
画
と
す
る
た
め
、
石

川
町
後
期
基
本
計
画
（
案
）
を
公
表
し
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
計
画
案
の
公
表
お
よ
び
募
集
期
間

　
11
月
5
日
㈪
～
11
月
22
日
㈭

◆
計
画
案
の
公
表
方
法

　
役
場
総
務
課
、
公
民
館
、
各
自
治
セ

ン
タ
ー
で
の
閲
覧
お
よ
び
配
付
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

◆
公
表
期
間
中
に
配
付
、掲
載
す
る
資
料

　
・
意
見
募
集
要
項

　
・
石
川
町
後
期
基
本
計
画
（
案
）

　
・
意
見
提
出
用
紙

●
意
見
公
聴
会

　
意
見
公
募
と
は
別
に
意
見
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
及
び
場
所

　
11
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

　
午
後
7
時
～
午
後
8
時
30
分

　
石
川
町
共
同
福
祉
施
設　
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
政
策
推
進
係　

☎
２
６
ı
９
１
１
４

年
前
倒
し
し
、
今
年
度
に
「
前
期
基
本

計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
25
年

度
か
ら
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
「
後
期

基
本
計
画
」
の
策
定
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
５
次
総
合

計
画
「
基
本
構
想
」
の
６
つ
の
基
本
目

標
は
継
続
し
な
が
ら
、「
後
期
基
本
計

画
」
の
な
か
に
、
今
年
３
月
に
策
定
し

た
「
石
川
町
東
日
本
大
震
災
復
旧
復
興

計
画
」
に
掲
げ
る
施
策
を
加
え
、
町
の

将
来
像
で
あ
る
「
協
働
と
循
環
の
ま
ち
」

の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■第5次総合計画　計画期間

■石川町東日本大震災復旧復興計画　計画期間

復旧復興の理念 復旧期間(H23～H24) 復興期間(H25～H30)

基本構想

基本計画

基本構想期間 (Ｈ２１～Ｈ３０）

地区まちづくり計画期間(Ｈ２１～Ｈ３０)

前期計画期間(Ｈ21～Ｈ24) 後期計画期間(Ｈ25～Ｈ30)

「基本構想」6つの基本目標

基本目標１：にぎわいと活気のあふれるまち（産業）

基本目標２：健やかで人にやさしいまち（保健・福祉・医療）

基本目標３：豊かな心と文化を育むまち（教育・文化・スポーツ）

基本目標４：安全・安心で快適なまち（生活・環境）

基本目標５：ともに力を合わせてつくるまち（地域自治）

基本目標６：町民の信頼に応えるまち（町民・行政）
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町民アンケート調査結果（概要）をお知らせします
　町民アンケート調査では、総合計画の32施策と復旧復興計画の11施策について、それぞれ満足度・重要度
を調査しました。対象者1,000名に対し、803名から回答を頂き、回収率は80.3％となりました。
　施策ごとの満足度、重要度の平均点をそれぞれ算出し、散布図として表しました。また、満足度の上位、
下位の３傑、重要度の上位３傑を抽出しました。
　この調査結果と寄せられた意見を参考に、町民の目線に立った、質の高い行政サービスを目指し改善を図
っていきます。
　なお、「アンケート調査結果」につきましては、ホームページに掲載しているほか、役場総務課にて配付し
ております。

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40
第５次総合計画　満足度重要度散布図 

3.20 3.30 3.40 3.50 3.60 3.70 3.80 3.90 4.00 4.10

農林業の振興農林業の振興

商業の振興商業の振興
企業の振興企業の振興

観光の振興観光の振興

地域福祉の充実地域福祉の充実

児童福祉の充実児童福祉の充実
障害者福祉の充実障害者福祉の充実

高齢福祉の充実高齢福祉の充実男女共同男女共同

保健・医療の充実保健・医療の充実

保険制度の充実保険制度の充実

生涯学習生涯学習

青少年健全育成青少年健全育成 学校教育の充実学校教育の充実
文化の振興文化の振興

土地利用土地利用

資源循環資源循環

消防・防災対策消防・防災対策

交通安全・防犯対策交通安全・防犯対策

公共交通公共交通
生活道路の充実生活道路の充実

河川環境整備河川環境整備

町営住宅町営住宅

上水道の整備上水道の整備

各地区まちづくり各地区まちづくり

情報化の推進情報化の推進

町民参加町民参加

効率的な行財政運営効率的な行財政運営

広域行政広域行政
人と森と土人と森と土

ＯＲＡＨＯＯＲＡＨＯ

さくらの郷さくらの郷

2.20

2.30

2.40

2.50

2.60

2.70

2.80

2.90
復旧復興計画　満足度重要度散布図  

3.70 3.80 3.90 4.00 4.10 4.20 4.30

生活基盤の回復生活基盤の回復

町税等の減免町税等の減免

放射能対策放射能対策

放射能に伴う健康対策放射能に伴う健康対策
農業の再生農業の再生

中小企業の再生中小企業の再生

雇用の安定確保雇用の安定確保

風評対策風評対策

ライフラインの整備ライフラインの整備
防災体制の強化防災体制の強化

エネルギー対策エネルギー対策

男
50.4%

性別

女
49.6%

年齢

20歳代
13%
30歳代
12.7%

40歳代
15.8%50歳代

20.4%

60歳代
21.5%

70歳代
16.6%

調査の概要
◆調査対象者
　町内在住20歳以上の町民の皆様の中から1,000名の方を無作為に抽出しました。
◆調査期間　
　平成24年7月1日㈰から31日㈫
◆回収数（回収率）
　803名（80.3％）
◆調査方法
　「第５次総合計画」、「東日本大震災復旧復興計画」の施策ごとに「満足度」、「重

要度」をそれぞれに５段階で評価。
　「満足度」⇒この間の町の取組みにどれくらい満足しているか。
　（満足5点　やや満足4点　普通3点　やや不満2点　不満1点　に○を付ける。）
　「重要度」⇒この間、又はこれからの取組みをどれくらい重要と考えるか。
　（重要5点　やや重要4点　普通3点　あまり重要でない2点　重要でない1点　

に○を付ける。）

[回答者の属性]

第５次総合計画施策別順位
満足度
順位 項目
1位 保健・医療の充実
2位 さくらの郷づくり
3位 交通安全・防犯対策
30位 効率的な行財政の運営
31位 商業の振興
32位 企業の振興
重要度
順位 項目
1位 企業の振興
2位 保険制度の充実
3位 保健・医療の充実

復旧復興計画施策別順位
満足度
順位 項目
1位 防災体制の強化
2位 ライフラインの整備
3位 生活基盤の回復
9位 放射能に伴う健康対策
10位 農業の再生
11位 雇用の安定確保
重要度
順位 項目
1位 放射能に伴う健康対策
2位 雇用の安定確保
3位 放射能対策
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石
川
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
っ
て
５
０
６
区
画
の
メ
ッ
シ
ュ
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
車

両
を
使
用
し
た
移
動
測
定
に
よ
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
車
両
の
進
入
が
可
能
な
国
道
、
県
道
、
町
道
を
中
心
と
し
た
１
２
，３
２
１
か
所
に
つ
い
て
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
町
内
全
体
の
放
射
線
量
平
均
は
毎
時
０・１
３
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
最
少
毎
時
０・０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
、
最
大
毎
時
０・５
０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
環
境
省
と
除
染
の
実
施
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。（
10
月
1
日
現
在
）

●母畑レーク
　サイドセンター
●母畑レーク
　サイドセンター

●
石川
小学校

●
石川
小学校

山形小学校
●

山形小学校
●

●
山橋自治
センター

●
山橋自治
センター

●南山形
　小学校
●南山形
　小学校

●
石川
中学校

●
石川
中学校

●野木沢小学校
　野木沢保育所
●野木沢小学校
　野木沢保育所

●野木沢自治センター●野木沢自治センター

●中谷自治センター●中谷自治センター

●中谷第一
　小学校
●中谷第一
　小学校

●中谷第二
　小学校
●中谷第二
　小学校

沢田自治センター
沢田児童館
●

沢田自治センター
沢田児童館
●

母畑小学校●母畑小学校●

母畑自治センター●母畑自治センター●

沢田小学校
●

沢田小学校
●沢田中学校●沢田中学校●

第一保育所●第一保育所●

石川自治センター ●石川自治センター ●

石川町公民館　
歴史民俗資料館●
石川町公民館　
歴史民俗資料館●

石川町役場●石川町役場●

第二保育所●第二保育所●

●測定機器
　　ポリマスター社製　PM1703MO-1B
　　CsI（TI）シンチレーション方式+GM管
　　　　　　　　　　　 エネルギー補償型

石
川
町
内
主
要
路
線
の

空
間
放
射
線
量
調
査
結
果
に
つ
い
て
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●母畑レーク
　サイドセンター
●母畑レーク
　サイドセンター

●
石川
小学校

●
石川
小学校

山形小学校
●

山形小学校
●

●
山橋自治
センター

●
山橋自治
センター

●南山形
　小学校
●南山形
　小学校

●
石川
中学校

●
石川
中学校

●野木沢小学校
　野木沢保育所
●野木沢小学校
　野木沢保育所

●野木沢自治センター●野木沢自治センター

●中谷自治センター●中谷自治センター

●中谷第一
　小学校
●中谷第一
　小学校

●中谷第二
　小学校
●中谷第二
　小学校

沢田自治センター
沢田児童館
●

沢田自治センター
沢田児童館
●

母畑小学校●母畑小学校●

母畑自治センター●母畑自治センター●

沢田小学校
●

沢田小学校
●沢田中学校●沢田中学校●

第一保育所●第一保育所●

石川自治センター ●石川自治センター ●

石川町公民館　
歴史民俗資料館●
石川町公民館　

歴史民俗資料館●

石川町役場●石川町役場●

第二保育所●第二保育所●

●　0～0.10μSv/h　　　 １，１１８か所（ 9.1％）

●　0.11～0.15μSv/h　　８，７５４か所（71.0％）

●　0.16～0.22μSv/h　　２，３２３か所（18.9％）

●　0.23～0.30μSv/h　　　 ８４か所（ 0.7％）

●　0.30μSv/h以上　　　   ４２か所（ 0.3％）







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集しています。
気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
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渡邉　彩香さん（22歳）　●母畑字天升作

▶次回は、渡邉さんの紹介で髙原　忠浩さんです。

職業▶片山ゴムに勤務しています。

Q	

Q	

Q	

Q	

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは
何ですか
仕事です。
将来やってみたいことや夢を聞かせてく
ださい
お嫁さんになることです。
将来どんな町になって欲しいですか
若い人が働ける町になって欲しいと思い
ます。
最後に理想のタイプは
やさしくて、わがままじゃない人です。

加藤　響
ね

々
ね

那
な

ちゃん（11 か月）

　　　響
きょうのすけ

之助くん（11 か月）

「パパとママを選んで産まれてきてくれて
ありがとう♡♡２人笑顔で仲良くね☆☆」

弘道パパ・尚美ママより　渡里沢
遠藤　慶

よし
輝
き

くん（7か月）

「
パ
パ
の
大
好
き
な
言
葉
で
名
前
の
由
来
で
も
あ

る「
S
t
a
y 

G
o
l
d
」 

!!
こ
の
言
葉
の
よ
う
に

い
つ
ま
で
も
輝
き
続
け
て
く
だ
さ
い
☆
」

パ
パ・マ
マ
よ
り　
山
形
字
若
林　



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集しています。
気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１

あすか姫の里づくり実行委員会

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

教員生活に数多くの思い出があります

氏名：鈴木　英夫さん（79歳）
　　　　　美智子さん（80歳）
住所：母畑字七森
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
が
2
人
、
孫
が
6
人
に
な
り

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
34
年
に
結
婚
し
ま
し

た
。
小
学
校
の
教
諭
と
し
て
私
は
39

年
間
、
妻
は
35
年
間
勤
務
し
、
数
多
く
の
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
日
曜
日
に
は
児
童
を
連

れ
て
絵
を
描
き
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
教
諭
と
し
て
働
い
て
い
た
日
々
は
と
て

も
充
実
し
、
悔
い
の
な
い
教
員
生
活
を
送
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
退
職
し
て
か
ら
は
お

寺
の
環
境
整
備
や
孫
の
面
倒
を
見
る
こ
と
と
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
運
動
や
趣
味
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
と
く
に
孫
が
元
気
に
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

英
夫
…
庭
の
手
入
れ
で
す
。
池
を
造

っ
た
り
、
庭
木
を
手
入
れ
す
る
こ
と

を
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

美
智
子
…
習
字
で
す
。
友
達
と
楽
し
く
行
っ

て
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

災
害
が
少
な
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

農
業
な
ど
の
産
業
が
低
下
し
て
き
て

い
る
の
で
長
期
的
な
対
策
や
若
者
の

減
少
、
空
き
家
の
増
加
な
ど
の
対
策
を
進
め

て
ほ
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　あすか姫の里づくり実行委員会（鈴木タケ子委員長）は、
中谷地区まちづくり委員会に参加している女性の方たちで
活動している団体です。委員会は今年で3年目で会員は20
名になります。
　同委員会では、地元食材を利用して地産地消できるよう

にと、石川町まちづくり交流会や花見弁当選手権などのイベントに参加
し料理の提供を行うほか、食材の加工や保存技術の知識を得るための研
修をするなど積極的な活動を行っております。委員の方たちは「活動を

通して地域の輪が広がってきている」「地域のみなさんに喜ばれると嬉しい」「メンバー同士の交流も深まる」
と楽しそうに話します。
　また、同委員会は久之浜地区の方たちとの交流も盛んに行っています。震災前から交流しており久之浜地
区からは海のものを、中谷地区からは山のものを持ち寄って交流事業を行っていましたが、震災後は事業の

継続に苦労したこともあったとのこ
とです。しかし、事業やボランティ
ア活動などを通してこれまで以上に
親睦を深めることができています。
　「今後は地域の方が気軽に集まり
交流できる場をつくり、そこで地元
食材を利用した料理の提供を行いた
い」と新たな活動にも意欲を持って
頑張っています。
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い
し
か
わ
の
歴
史

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

17 
戦
国
時
代
の
幕
引
き

�
特
記
事
項

　
石
尊
山
山
頂
か
ら
眼
下
に
見
え
る
石
川
町
。
あ
さ
ひ
公
園
の
桜
や
、
北

須
川
・
今
出
川
の
桜
並
木
が
一
望
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
徒
歩
の
登
山

道
も
あ
る
の
で
、
ご
家
族
で
花
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

　
山
頂
か
ら
見
る
景
色
は
、
桜
の
雲
の
上
に
街
並
み
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
、
満
開
時
に
は
是
非
と
も
ご
覧
頂
き
た
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

石尊山からの風景石川桜めぐり

町史学習会のお知らせ
　本年度の学習会は「自由民
権運動」です。
①日時  11 月 25 日・12 月
2 日・12 月 9 日 午 後 1 時
30 分から
②場所　石川町公民館
③講師　安在邦夫早大名誉教
授・小豆畑毅町史編纂室長
④『石川町史』第四巻を使用
⑤ 11 月 15 日までに町史編
纂室（☎ 26-9138） へ申し
込んで下さい。 伝・石川昭光着用甲冑

（岩手県立博物館提供）

　
石
川
晴
光
・
昭
光
父
子
は
天
正
２

年
（
１
５
７
４
）
10
月
に
帰
城
で
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
兄
伊
達
輝
宗
の

仲
介
に
よ
る
佐
竹
義
重
と
蘆
名
盛
氏
・

田
村
清
顕
の
妥
協
の
産
物
で
し
た
。

　
天
正
５
年
の
春
、
浅
川
廉か
ど
す
み純
が
佐

竹
氏
に
叛そ
む
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
引
き

金
と
な
っ
て
義
重
の
白
川
支
配
は
失

敗
し
、
隠
居
し
て
い
た
白
川
義
親
が

復
活
し
ま
し
た
。
盛
氏
は
こ
れ
を
好

機
と
し
て
５
年
冬
に
石
川
を
再
征
し

た
た
め
、
昭
光
は
義
重
を
頼
り
浅
川

城
に
逃
れ
た
も
の
の
、
晴
光
は
蘆
名

氏
に
留
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
盛
氏
の
最
終
的
な
方
針
は

佐
竹
氏
と
の
和
平
で
し
た
。
そ
の
た

め
石
川
父
子
を
動
か
し
、
ま
ず
白
川

義
親
と
義
重
を
和
睦
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
条
件
は
義
重
次
男
義
広
を
白
川

家
督
と
し
義
親
が
後
見
す
る
こ
と
で

し
た
。
義
広
は
天
正
７
年
白
川
に
入

城
し
ま
し
た
。
翌
年
盛
氏
が
死
去
し

て
盛
隆
の
治
世
と
な
り
、
晴
光
も
会

津
で
死
去
し
ま
し
た
。

　
天
正
10
年
（
１
５
８
２
）、
歴
史

は
大
き
く
動
き
ま
し
た
。
３
月
、
織

田
信
長
と
徳
川
家
康
は
武た
け
だ
か
つ
よ
り

田
勝
頼

を
滅
ぼ
し
ま
し
た
。
信
長
は
部
将

羽は
し
ば
ひ
で
よ
し

柴
秀
吉
に
西
国
の
雄
毛も
う
り利
氏
を
攻

め
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
に

明あ
け
ち
み
つ
ひ
で

智
光
秀
の
反
乱
に
あ
い
統
一
事
業

は
中
断
し
ま
し
た
。
秀
吉
は
光
秀
を

討
ち
、
信
長
の
後
継
者
に
躍
り
出
ま

し
た
。

　
同
年
の
初
め
、
佐
竹
・
蘆
名
・
白

川
連
合
が
成
立
し
、
昭
光
は
そ
の
一

員
と
し
て
４
月
に
帰
城
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
蘆
名
氏
の
佐
竹
接
近
に
よ
り
孤
立

し
た
田
村
清
顕
は
、
娘
を
輝
宗
の
嗣

子
政
宗
に
嫁
が
せ
伊
達
氏
と
同
盟
を

結
び
ま
し
た
。
同
12
年
10
月
、
蘆
名

盛
隆
が
家
臣
に
殺
害
さ
れ
、
赤あ
か
ご子

の
亀
若
丸
が
家
督
と
な
り
ま
し
た
。

同
月
、
政
宗
は
18
歳
で
家
督
と
な

り
、
輝
宗
は
13
年
10
月
二
本
松
城
主

畠は
た
け
や
ま
よ
し
つ
ぐ

山
義
嗣
の
た
め
に
落
命
し
ま
し
た
。

　
政
宗
は
二
本
松
に
出
陣
し
ま
し
た

が
、
畠
山
氏
を
後
援
す
る
佐
竹
・
蘆

名
連
合
と
同
年
11
月
本
宮
で
衝
突
し

ま
し
た
。
連
合
軍
に
は
須
賀
川
二
階

堂
・
白
川
・
岩
城
・
相
馬
氏
と
と
も

に
昭
光
も
参
陣
し
ま
し
た
。
本
宮
合

戦
は
勝
敗
が
決
し
な
い
ま
ま
連
合
軍

が
撤て
っ
し
ゅ
う収し
た
た
め
、
政
宗
は
二
本
松

を
圧
迫
し
、
14
年
（
１
５
８
６
）
７
月

畠
山
国
王
丸
は
会
津
に
走
っ
て
名
門

畠
山
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

　
13
年
６
月
、
秀
吉
は
関
白
に
就
任

し
、
天
下
に
号
令
す
る
名め
い
ぶ
ん分
を
得
ま

し
た
。
秀
吉
は
大
名
の
合
戦
を
私
戦

と
し
て
禁
止
し
ま
し
た
（
惣そ
う
ぶ
じ
れ
い

無
事
令
）。

上
杉
景
勝
・
佐
竹
義
重
ら
は
秀
吉
に

従
属
を
誓
い
、
家
康
の
臣
従
に
も
成

功
し
た
の
で
、
残
る
は
九
州
（
島
津

氏
）・
関
東
（
北
条
氏
）・
東
北
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
14
年
10
月
、
嗣
子
の
な
い
田
村
清

顕
が
死
去
し
た
た
め
、
田
村
家
中
は

伊
達
・
相
馬
両
派
に
分
か
れ
て
対
立

し
ま
し
た
。
蘆
名
氏
で
も
亀
若
丸
が

死
去
し
、
白
川
義
広
が
入
嗣
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。



「大豆と野菜の角煮」

●食改さんの　　　　　　　
　9月に開催した石川支部の食改研修会で実習したメニューを紹介します。
　数種類の野菜と大豆を使ったメニューです。野菜や大豆には食物繊維が豊富で便秘予
防に役立ちます。
　ゆで大豆は缶詰を使うと簡単にできます。材料はさいの目（1㎝角）に切ると火が通り
やすく、味が染み込みやすくなります。さやいんげんは、緑色を保つために最後に入れて
下さい。歯ごたえがよく、美味しくてたくさん食べられます。煮汁は、ほとんどなくなるま
で煮含ませると味が染み込みます。

●食改さんの　　　　　　　
　9月に開催した石川支部の食改研修会で実習したメニューを紹介します。
　数種類の野菜と大豆を使ったメニューです。野菜や大豆には食物繊維が豊富で便秘予
防に役立ちます。
　ゆで大豆は缶詰を使うと簡単にできます。材料はさいの目（1㎝角）に切ると火が通り
やすく、味が染み込みやすくなります。さやいんげんは、緑色を保つために最後に入れて
下さい。歯ごたえがよく、美味しくてたくさん食べられます。煮汁は、ほとんどなくなるま
で煮含ませると味が染み込みます。

●栄養士のひとこと
　研修会では糖尿病予防のための食事をテーマに実習を行いました。
　糖尿病などの生活習慣病予防におすすめの一品です。生活習慣病予防には食物繊維
や良質なたんぱく質をとる事が大切です。多くの野菜やイモ類、豆類には食物繊維やた
んぱく質が豊富に含まれています。
　食物繊維には、水溶性食物繊維と不溶性食物繊維の2種類があり、それぞれに血糖値
やコレステロールの上昇を抑える作用があります。また、免疫力の強化や腸内環境を整え
る効果もあります。
　水溶性食物繊維は、ごぼう、モロヘイヤ、ほうれん草、玄米、こんにゃく、レンコン、里
芋、山芋、納豆など主に根菜類やイモ類に多く含まれています。
　不溶性食物繊維は、切り干し大根、干しシイタケ、大豆、小豆、えんどう豆など干した野
菜や豆類、キノコ類に多く含まれます。
　日頃から積極的に取り入れましょう。

●栄養士のひとこと
　研修会では糖尿病予防のための食事をテーマに実習を行いました。
　糖尿病などの生活習慣病予防におすすめの一品です。生活習慣病予防には食物繊維
や良質なたんぱく質をとる事が大切です。多くの野菜やイモ類、豆類には食物繊維やた
んぱく質が豊富に含まれています。
　食物繊維には、水溶性食物繊維と不溶性食物繊維の2種類があり、それぞれに血糖値
やコレステロールの上昇を抑える作用があります。また、免疫力の強化や腸内環境を整え
る効果もあります。
　水溶性食物繊維は、ごぼう、モロヘイヤ、ほうれん草、玄米、こんにゃく、レンコン、里
芋、山芋、納豆など主に根菜類やイモ類に多く含まれています。
　不溶性食物繊維は、切り干し大根、干しシイタケ、大豆、小豆、えんどう豆など干した野
菜や豆類、キノコ類に多く含まれます。
　日頃から積極的に取り入れましょう。

●作り方
①ゆで大豆はザルにあけ水気を切る。
②昆布はさっと水にくぐらせて軟らかくし、7～8㎜
角に切り、水に浸けて戻しておく。
③ごぼう、人参、さつま芋は皮をむき1㎝角に切る。
④こんにゃくは1㎝角に切り、1～2分茹でてザルにあ
げ水気を切る。
⑤干ししいたけは水に戻し、1㎝角に切る。
⑥さやいんげんはさっと茹でて、小口から1㎝長さに
切っておく。
⑦さつま揚げは、1㎝角に切る。
⑧鍋にサラダ油を熱し、Aを入れて炒める。（さつま
芋はごぼうが少し軟らかめになってから入れる。）
⑨⑧にBを加え、昆布、しいたけ、さつま揚げを入れ
る。
⑩煮汁を含ませながら軟らかくなるまで煮る。
⑪煮あがったら火を止め、⑥のさやいんげんを加え
て出来上がり。

●作り方
①ゆで大豆はザルにあけ水気を切る。
②昆布はさっと水にくぐらせて軟らかくし、7～8㎜
角に切り、水に浸けて戻しておく。
③ごぼう、人参、さつま芋は皮をむき1㎝角に切る。
④こんにゃくは1㎝角に切り、1～2分茹でてザルにあ
げ水気を切る。
⑤干ししいたけは水に戻し、1㎝角に切る。
⑥さやいんげんはさっと茹でて、小口から1㎝長さに
切っておく。
⑦さつま揚げは、1㎝角に切る。
⑧鍋にサラダ油を熱し、Aを入れて炒める。（さつま
芋はごぼうが少し軟らかめになってから入れる。）
⑨⑧にBを加え、昆布、しいたけ、さつま揚げを入れ
る。
⑩煮汁を含ませながら軟らかくなるまで煮る。
⑪煮あがったら火を止め、⑥のさやいんげんを加え
て出来上がり。

材料 （4人分）
サラダ油…………大さじ1
昆布……………………4g
干ししいたけ…………4g
さやいんげん………25g
さつま揚げ…………60g

｛B　　だし汁…………50㏄　　みりん………小さじ2
　　砂糖…………小さじ1

　　ゆで大豆………60g
　　ごぼう…………60g
　　人参……………40g
　　こんにゃく……60g
　　さつま芋………60g
｛A

◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６
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「
認
知
症
を
理
解
し
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
」

～
認
知
症
に
な
っ
て
も
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
石
川
町
に（
１
）～

　
認
知
症
や
介
護
予
防
の
研
修
会
の
際
に
「
歳
を
と
る
と
み
ん
な
認
知
症
に
な
る
、

や
だ
ね
ぇ
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
歳
を
重
ね
て
、
も
の
を
忘
れ

が
ち
に
な
る
こ
と
と
、
認
知
症
に
な
る
こ
と
は
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
は
脳
の
病
気
で
す
。
い
ろ
ん
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
い
い

ま
す
。
原
因
に
よ
っ
て
は
治
療
で
良
く
な
っ
た
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
と
て
も
重
要
で
す
。

《 

認
知
症
の
早
期
発
見
の
め
や
す 

》

・
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
う
、
問
う
、
す
る
。

・
し
ま
い
忘
れ
、
置
き
忘
れ
が
増
え
、
い
つ
も
探
し
物
を
し
て
い
る
。

・
料
理
や
片
付
け
、
計
算
、
運
転
な
ど
の
ミ
ス
が
多
く
な
る
。

・
慣
れ
た
道
で
も
迷
う
こ
と
が
あ
る
。

・「
こ
の
頃
、
様
子
が
お
か
し
い
」
と
周
囲
か
ら
言
わ
れ
る
。

・
外
出
時
、
持
ち
物
を
何
度
も
確
か
め
る
。

・
身
だ
し
な
み
を
構
わ
な
く
な
る
。

・
趣
味
や
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
に
も
興
味
を
示
さ
な
く
な
る
。

　
気
に
な
る
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
る
時
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
を
考

え
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
問
い

合
わ
せ
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

N
H
K
学
園
通
信
制
高
等
学
校

生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
S
I
D
S
） 

か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う

個
人
事
業
税
の

第
2
期
納
期
は
11
月
30
日
で
す

　
15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子
が
対
象

の
採
用
試
験
で
す
。
入
校
と
同
時
に
、

特
別
職
国
家
公
務
員
に
な
り
、
通
信
制

の
高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
将

来
、
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成
す
る

制
度
で
す
。

●
受
付
期
間

　
平
成
24
年
11
月
1
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　
平
成
25
年
1
月
7
日
㈪

●
1
次
試
験

・
日
時　
平
成
25
年
1
月
19
日
㈯

・
会
場　
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー

・
試
験
科
目

　
国
・
社
・
数
・
理
・
英
・
作
文

　
※
2
次
試
験
は
口
述
試
験

及
び
身
体
検
査

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
白
河
地
域
事
務
所

　
　
☎
0
248


ı
24

ı
0
372



　
11
月
は
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
S
I
D
S
）
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
は
、
元
気

で
す
く
す
く
育
っ
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、

事
故
や
窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に
突
然

　
N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高

等
学
校
普
通
科
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　
平
成
25
年
度
高
等
学
校
普
通
科
（
3

年
生
）
生
徒
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信

講
座
受
講
者

●
出
願
期
間

・
高
等
学
校
普
通
科
（
推
薦
入
学
）

　
　
平
成
25
年
1
月
18
日
～
1
月
24
日

・
高
等
学
校
普
通
科
（
一
般
入
試
）

　
　
平
成
25
年
1
月
25
日
～
4
月
30
日

・
生
涯
学
習
通
信
講
座

　
　
通
年
申
込
受
付

※
詳
細
に
つ
い
て
は
次
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
N
H
K
学
園

　
　
☎
0
42

ı
572


ı
3151




　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
0
12

0
ı
0
6
ı
8881




●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
26

ı
8416




労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　
労
働
力
調
査
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
統
計
調
査
で
、
我
が
国
の
就
業
状
況

調
査
で
す
。

　
個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税

金
で
す
。

　
個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
第
1
期

分
が
8
月
末
日
、
第
2
期
分
が
11
月
末

日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
第

2
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
㈮
と
な

り
ま
す
。

　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方

に
も
「
納
期
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
の
で
、
預
金
口
座
残
高
の

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
以
降
新
た
に
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
中
地
方
振

興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　
　
☎
0
24

ı
9
35

ı
1251




　
就
業
者
数
、
完
全
失
業
者
数
、
完
全

失
業
率
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
経
済

対
策
や
雇
用
・
失
業
対
策
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①　
対
象
地
域

　
・
大
字
湯
郷
渡
の
一
部
地
域

　
・
大
字
塩
沢
の
一
部
地
域

②　
対
象
者

　
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
う
ち
、

統
計
法
に
基
づ
き
抽
出
さ
れ
た
世
帯
の

15
歳
以
上
の
方

③　
調
査
期
間

　
平
成
24
年
11
月
か
ら
平
成
25
年
２
月

④　
調
査
方
法

　
知
事
が
委
嘱
し
た
統
計
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。

⑤　
そ
の
他

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
統
計
課

　
　
☎
０
２
４
ı
５
２
１
ı
７
１
４
５

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
原
因

は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
予

防
策
と
し
て
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
の
子
育
て
を
再
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

～
S
I
D
S
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た

め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

①
あ
お
む
け
寝
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
う
つ
ぶ
せ
寝
が
、
あ
お
む
け
寝
に
比

べ
て
S
I
D
S
の
発
症
率
が
高
い
と

い
う
研
究
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
医
学

上
の
理
由
で
必
要
な
と
き
以
外
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
顔
が
見
え
る
あ
お
む
け
に
寝

か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
を
な
る
べ
く
一
人

に
し
な
い
こ
と
や
、
寝
か
せ
方
に
対
す

る
配
慮
を
す
る
こ
と
は
、
窒
息
や
誤
飲
、

け
が
な
ど
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

②
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
両
親
が
喫
煙
す
る
場
合
に
、

S
I
D
S
の
発
症
率
が
高
く
な
る
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
自

身
の
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
妊
婦

さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
の
喫
煙
も

避
け
る
よ
う
、
身
近
な
人
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

は
、
人
工
乳
の
赤
ち
ゃ
ん
と
比
べ
て

S
I
D
S
の
発
症
率
が
低
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
工
乳
が
S
I
D
S
を

引
き
起
こ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
限
り
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う
。
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自己保有米、縁故米、飼料用米、くず米も検査対象です
24年産米の全袋検査はお済みですか??

　福島県は、平成２４年産米の全量全袋検査を実施しています。
　この検査は、今年県内で生産された全ての米の放射性セシウム
濃度を検査するもので、石川町ではふくしまの恵み安全対策石川
町協議会が２か所3台の検査体制で９月１９日から検査を行っています。
10月21日までに76,069袋（他市町村生産分含む）の検査を行いま
したが、基準値の100Bq/kgを超過したものはありませんでした。
　米の全袋検査は、JAや商系業者等に出荷する米に限らず、農家
の方が直接販売する米、自己保有米、縁故米、飼料用米、くず米
など全ての米が検査対象となっていますので、自己保有米等の検
査が済んでいない方は、米の全袋検査所（☎26-6046）に予約し検
査を受けられるようお願いします。
　なお、全袋検査所は１１月１１日まで土日も行っていますので、平日検査を受けることが難しい場合は、土日
の検査日を利用してください。
　また、トラックがない方や高齢者世帯で運搬できる人がいないなど、自己保有米等の検査を受けることが
困難な方については協議会が米の運搬と検査を行っていますので、検査所までお申し込みください。

　米の全袋検査は、福島県産米の安全安心を消費者に伝え
るとともに、県産米の信頼を回復できるように県内全市町
村で取り組んでいますので、未検査米が流通しないように
生産者の方のご協力をお願いします。

町内産りんご（サンふじ）の
放射性セシウム濃度全箱検査を実施します

　石川町は、富士電機㈱とＪＡあぶくま石川と協力し、町内産りんご（サンふじ）の放射性セシウム濃度全
箱検査のモデル事業を11月から実施します。
　この検査は、富士電機（株）の「食品放射能検査システム（NUM３）」を同社から２年間貸与を受けて行
うもので、ＪＡあぶくま石川の共同選果場にて箱詰めされたりんごの放射性セシウム濃度をベルトコンベア
式の検査機で箱ごと検査し、消費者に町内産りんごの安全性を伝えるものです。
　なお、検査が済んだ箱には、米の全袋検査と同様にQRコードを印刷した「検査済みラベル」を貼り、携
帯電話等でＱＲコードを読み取ることで検査結果を確認できるシステムです。
　また、検査結果と併せて生産者の連絡先、ホームページアドレス、注文用紙、顔写真等も掲載し、追加で
の注文にも対応できるシステムを構築するなど商品のPRにも繋がるシステムです。

※スクリーニング検査装置とは、厚生労働省が定める一般食品における放射性セシウムの基準値（100Bq/kg）を超えないことを確
認することを目的とした装置です。富士電機㈱製の食品放射能検査システムでは、従来のサンプル測定ではなく、出荷する全量の
検査を行うことができます。

●米の全袋検査お申し込み先
　米の全袋検査所　☎26-6046
　予約受付時間：午前8時30分～午後5時
　　石川町大字赤羽字韮草39-10
　　（JAあぶくま石川・石川営農生活センター内倉庫））
　※11月11日（日）までは、土日も検査を行います。
●お問い合わせ先
　産業振興課　農政係　☎26-9126

▲全袋検査の様子

米の全袋検査実施状況（速報値）【9/19～10/21検査分】
●検査実施数量（石川町検査実施分）

測定月 石川町分 他市町村分
9月 4,182 747
10月 60,195 10,945
小計 64,377 11,692

検査総数 76,069
※検査数量は、石川町に設置した３台の機器で検査した数量です。
　他市町村の検査機器で測定した石川町産米の検査結果は含まれていません。
●検査結果
25Bq/kg以下 26～50Bq/kg 51～75Bq/kg 76～100Bq/kg 100Bq/kg以上
76,062 7 0 0 0

（単位：袋（30kg））

（単位：袋（30kg））

選果場最終ライン
から検査装置へ 放射性セシウム濃度検査

食品放射能検査システム（富士電機㈱製・NMU3）

測定結果は、
町ホームページで
確認できます。
また、生産者の情報も
ホームページで
確認できます。

携帯電話で
ＱＲコードを
読み取る

スクリーニングレベルを超えない
ことを確認し検査済みラベルを貼付

検査の流れ
検査済み
ラベル
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避
難
区
域
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
た

区
域
に
家
屋
と
そ
の
敷
地
等
を
お
持
ち

の
方
が
、
県
内
に
そ
れ
ら
に
代
わ
る
家

屋
と
そ
の
敷
地
等
を
新
た
に
取
得
し
た

場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
区
域
内
の
家
屋
等
と
同
じ
面
積
ま

で
の
不
動
産
取
得
税
の
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
帰
宅
困
難
区
域
等
に
つ
い
て

も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
新
た
に
取
得
し
た
家
屋
等
の
所

在
地
を
所
管
す
る
地
方
振
興
局
県
税
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
ı
５
２
３
ı
４
６
９９


　
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
ı
９
３
５
ı
１
２
５
４

　
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
８
ı
２
３
ı
１
５
１
７

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
２
ı
２
９
ı
５
２
５
４

　
南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
１
ı
６
２
ı
５
２
１
３

　
相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
４
ı
２
６
ı
１
１
２
６

　
い
わ
き
地
方
振
興
局
県
税
部

　
☎
０
２
４
６
ı
２
４
ı
６
０
３
３

　近年、資源生産国の輸出規制や資源価格の高騰などにより金属資源の安定確保は大きな課題となっています。
テレビ、冷凍・冷蔵庫、エアコン、洗濯機、乾燥機は資源回収の法制化により、回収と資源化の仕組みの構
築や資源の回収が進められてきました。環境省は、下記の期間において高度な集積の進むデジタルカメラや
デジタルオーディオプレーヤーなどからの貴金属とレアメタルの回収に向けての社会実験を石川郡で実施し、
一定期間における小型家電の収集量などについて実証データを収集します。
回収の方法：
　①石川郡内の各役場の回収ボックスに持参（下記の期間中に開設）
　②不燃物収集日に不燃物の袋でごみステーションへ排出（従来通り）
※詳しくは、全戸配布のチラシをご覧ください。（各自治センターにもチラシを配置しております。）

石川郡では「小型電気電子機器リサイクルシステム構築社会実験」を開始します。
不要になった小型家電の回収にご協力を

●期間
　平成24年10月1日～平成25年2月28日

●お問い合わせ先
　石川地方生活環境施設組合　☎26-2784

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

（
賦
課
期
日
）
現
在
の
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
（
こ
れ
を
「
固
定
資
産
」
と

い
い
ま
す
。）
の
所
有
者
に
対
し
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
今
年
中
に
家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊
し
）

し
た
場
合
や
、
売
買
な
ど
に
よ
り
未
登

記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
滅

失
登
記
や
所
有
権
移
転
登
記
を
済
ま
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
26

ı
9
11

9

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加

入
手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
。
11
月
は

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
で
す
。

　
社
員
、
従
業
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
の
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
福
島
県
労
働
局
総
務
部
労
働

保
険
徴
収
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

原
子
力
災
害
に
係
る
不
動
産

取
得
税
の
軽
減
制
度
に
つ
い
て

『
家
屋
滅
失
届
』や『
未
登
記
家
屋

の
所
有
権
移
転
届
』に
つ
い
て

労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
の
お
知
ら
せ

回収する小型家電の種類
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『
標
準
営
業
約
款
制
度
〈
S
マ
ー
ク
〉』

を
ご
存
知
で
す
か
。

●
期
間　
11
月
９
日
㈮
～
11
月
15
日
㈭

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
消
す
ま
で
は　
出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
』

石
川
町
内
で
は
今
年
に
入
っ
て
住
宅
火

災
が
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
も
う
一
度
火
災

予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
石
川
町
の
地
名
に
ち
な
ん

で
、
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
ま

し
た
。
日
常
生
活
で
も
分
か
り
や
す
い

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

い
…
い
け
な
い
よ
！
子
ど
も
の
火
遊
び

し
…
し
っ
か
り
点
検
・
暖
房
器
具

か
…
家
族
を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

わ
…
忘
れ
な
い
で
タ
バ
コ
の
後
始
末

●
住
宅
用
火
災
警
報
器　
取
り
付
け
ま

し
た
か
？

　
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
既
存
住
宅

に
対
す
る
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の

設
置
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
へ
の
設
置
は
も
う
お
済
み
で

す
か
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ

と
で
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
事
例
が
全
国
か

ら
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な

い
ご
家
庭
は
、
大
切
な
家
族
を
守
る
た

め
に
１
日
で
も
早
い
設
置
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
》

　
　
全　
国
…
77
・
5
％

　
　
福
島
県
…
71
・
4
％

　
　
石
川
町
…
51
・
2
％

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合

　
石
川
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
☎
26

ı
3161




　
須
賀
川
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.sukagaw

a119.jp/

　
事
業
所
得
等
を
有
す
る
白
色
申
告
の

方
に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
1
月

か
ら
対
象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
者
は
、
白
色
申
告
の
方
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所

得
等
の
金
額
の
合
計
額
が
3
0
0
万
円

を
超
え
る
方
で
す
。

平
成
26
年
1
月
か
ら
の
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
制
度

●
対
象
と
な
る
方

　
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の

方
で
す
。

　
※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方

も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
。 

●
記
帳
す
る
内
容

　
売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ

や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関
す
る
事
項

を
記
載
し
ま
す
。

　
記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の

取
引
ご
と
で
は
な
く
日
々
の
合
計
金
額

の
み
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡

易
な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
帳
簿
等
の
保
存

　
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た

帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ
て
作
成
し

た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
・
領
収

書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

【
帳
簿
・
書
類
の
保
存
期
間
】 

・
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た

帳
簿
（
法
定
帳
簿
）　
7
年

・
業
務
に
関
し
て
作
成
し
た
右
記
以
外

の
帳
簿
（
任
意
帳
簿
）
5
年

・
決
算
に
関
し
て
作
成
し
た
棚
卸
表
そ

の
他
の
書
類　
5
年

・
業
務
に
関
し
て
作
成
し
、
又
は
受
領

し
た
請
求
書
、
納
品
書
、
送
り
状
、
領

収
書
な
ど
の
書
類　
5
年

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
須
賀
川
税
務
署

　
☎
0
248


ı
75

ı
21

9
4

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳・帳
簿

等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
す

　
２
０
１
３
『
福
島
県
民
手
帳
』、『
福

島
県
勢
要
覧
』
を
販
売
い
た
し
ま
す
の

で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金
を

持
参
の
う
え
、
石
川
町
役
場
地
域
づ
く

り
推
進
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
販
売
物

『
福
島
県
民
手
帳
』
１
冊　

・
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー　
横
罫
版
（
濃
紺
）

５
００

円
（
税
込
）

・
月
間
ダ
イ
ア
リ
ー　
カ
レ
ン
ダ
ー
版

（
さ
く
ら
色
）　
５
００

円
（
税
込
）

『
福
島
県
勢
要
覧
』
１
冊　

　
　
　
　
　
１
，５
００

円
（
税
込
）

●
販
売
期
間　
11
月
１
日
㈭
～
11
月
30

日
㈮

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
販
売
場
所　

　
石
川
町
役
場
本
庁
舎
２
階

　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
推
進
課

※
販
売
物
が
な
く
な
り
次
第
、
販
売
終

了
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
26

ı
9
115



　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に

資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理
容

店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」

「
め
ん
類
飲
食
店
」「
一
般
飲
食
店
」
で

は
、
店
頭
に
S
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

　
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
㈶
福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー

　
　
☎
0
24

ı
525


ı
4
0
85


厚生労働大臣認可

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
労
働
局

　
　
　
　
　
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
0
24

ı
536


ı
46

0
7

平
成
24
年
度
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
の
お
知
ら
せ

２
０
１
３『
福
島
県
民
手
帳
』

『
福
島
県
勢
要
覧
』販
売
の
お
知
ら
せ

11
月
は
、S
マ
ー
ク
標
準
営
業

約
款
の
普
及
登
録
促
進
月
間
で
す
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長
年
ご
使
用
の
暖
房
器
具
で
、
経
年

劣
化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

日
頃
か
ら
製
品
と
そ
の
周
辺
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
お
宅
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き

て
い
ま
せ
ん
か
。

●
電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト

・
表
面
が
熱
に
よ
り
部
分
的
に
変
色
し

て
い
る
。

・
ヒ
ー
タ
ー
線

に
「
重
な
り
」

「
ル
ー
プ
状
」

「
使
用
上
に
よ

る
折
り
ぐ
せ
」

が
あ
る
。（
電

気
毛
布
）

●
こ
ん
な
こ
と

も
チ
ェ
ッ
ク

・
外
出
時
や
使

わ
な
い
と
き

は
、
必
ず
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
電

源
プ
ラ
グ
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

・
表
面
に
傷

や
破
れ
が
あ
っ

た
り
、
内
部
が

露
出
し
て
ヒ
ー

タ
ー
線
が
見

え
た
り
し
て

　
平
成
24
年
11
月
1
日
か
ら
定
期
予
防

接
種
に
4
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
）

ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
ま
だ
3
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）
ワ
ク
チ
ン
と
単
独

の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
ど
ち
ら
も
未
接
種

の
方
は
、
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
詳
細

は
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

　
生
後
3
か
月
～
90
か
月
未
満
の
方
で
、

3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
単
独
の
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
も
1
度
も
接
種
さ

れ
て
い
な
い
方

●
接
種
方
法　
個
別
接
種

＊
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

●
接
種
料
金　
無
料

●
受
け
方　
合
計
4
回
の
接
種
が
必
要

で
す
。

　
第
1
期
初
回
接
種
：
20
日
か
ら
56
日

ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
3
回

　
第
1
期
追
加
接
種
：
初
回
接
種
終
了

後
6
か
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
1
回

接
種

（
標
準
的
な
追
加
接
種
時
期
は
初
回
接

種
終
了
後
12
か
月
か
ら
18
か
月
ま
で
の

期
間
）

　
※
原
則
と
し
て
、
4
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
及
び
単
独

の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
）
の
併
用
は
し
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

す
で
に
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
単

独
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち
ら
か
の

接
種
を
1
度
以
上
受
け
ら
れ
た
方
は
、

4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
せ
ず
、
3

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
単
独
の
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
を
規
定
回
数
接
種
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
ı
８
４
１
６

い
ま
せ
ん
か
。

・
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
暖
か
く
な
ら

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が

熱
か
っ
た
り
、
臭
い
が
し
て
は
い
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
踏

ん
だ
り
強
い
衝
撃
を
与
え
て
は
い
ま
せ

ん
か
。
特
に
電
源
コ
ー
ド
の
根
元
や
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
及
び
そ
の
付
け
根
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
ご

使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
発
煙
、

発
火
、
こ
げ
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ

り
、
こ
の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
く
の
は
、

大
変
危
険
で
す
。
電
源
を
切
り
、
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、

販
売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
の
お
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

機
種
に
よ
っ
て
は
修
理
が
出
来
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
一
般
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業
会
会

員
会
社
お
問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
0
78

ı
178



　
象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
266


ı
128



　
東
芝
ホ
ー
ム
テ
ク
ノ
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
622


ı
245



　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
878


ı
365



　
（
三
洋
電
機
製
は

　
☎
0
857


ı
21

ı
2275



）

　
日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
3121



ı
11


　
株
式
会
社
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

　
☎
0
12

0
ı
0
8
9
ı
888



　
富
士
電
機
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
12

ı
65

0
4

　
三
菱
電
機
株
式
会
社

　
☎
0
12

0
ı
13

9
ı
365



　
株
式
会
社
ユ
ー
イ
ン
グ

　
☎
0
12

0
ı
9
11

ı
5
9
7

※
受
付
時
間　
9
：
00
～
17
：
00
（
土

日
、
祝
日
は
除
く
）

　
石
川
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
度
、

石
川
町
立
小
・
中
学
校
統
合
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
次
に
よ
り
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
計
画

に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
・
各
小
中
学
校
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー

で
の
閲
覧

　
・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

電
気
毛
布・電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト・電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
ご
使
用
の
み
な
さ
ま
へ

4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

導
入
に
つ
い
て

石
川
町
立
小・中
学
校
統
合

計
画
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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　日本造園学会関東支部（小木曽　裕支部長）は12月16
日、石川町で「学生デザインワークショップ・サマース
タジオ2012」現地報告会を開きます。
　同支部は、福島復興の牽引役、原発被害地と首都圏の
交流の場として石川町に注目し、関西、関東、東北の14
大学の学生や指導員70人が、8月から町内各地で調査を
行ってきました。
　報告会では、学生たちが考えた石川町の未来像を、模
型やイメージ図を使って分かりやすく提案します。若者
たちと20～30年後の石川町の未来や希望を考えるまたと
ない機会ですので、ぜひご参加ください。
　多くの町民の皆さんの参加をお待ちしております。

●日時・場所
　12月16日（日）　午後1時～5時
　石川町共同福祉施設大ホール（石川町商工会隣り）

参加大学
京都大学　奈良女子大学　大阪芸術大学
千葉大学　東京農業大学　東京理科大学
東京都市大学　法政大学　日本大学
関東学院大学　武蔵野美術大学　宇都宮大学
宮城大学　日本大学工学部

▲8月の中間発表の様子

大学生と石川町の将来像を考えてみませんか？

　
石
川
町
建
設
工
事
、
測
量
、
製
造
、

物
品
購
入
（
修
繕
）
に
か
か
る
平
成
25

年
度
・
26
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間　
12
月
３
日
㈪
か
ら
12
月

27
日
㈭　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
５
時

●
受
付
場
所　
地
域
づ
く
り
推
進
課　

管
理
係
（
本
庁
舎
２
階
）

●
申
請
書
類　
県
様
式
に
準
ず
る
（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

※
町
内
業
者
は
、
町
に
納
め
て
い
る
全

て
の
納
税
証
明
書
を
添
付

※
建
設
工
事
申
請
は
、
経
営
規
模
等
評

価
結
果
通
知
書
の
写
し
を
添
付

●
申
請
方
法　
持
参
及
び
郵
送
（
１
部

提
出
）

※
申
請
書
は
、
Ａ
４
の
個
別
ホ
ル
ダ
ー

に
綴
じ
て
提
出

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
80
円
切
手
を
添

付
し
た
定
形
長
３
封
筒
に
宛
先
を
記

入
の
う
え
、
同
封
の
こ
と
。）

※
平
成
24
年
12
月
27
日
㈭
の
当
日
消
印

有
効

●
有
効
期
間　
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
２
年
間

●
そ
の
ほ
か　
詳
細
は
、
石
川
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
郵
送
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
〒
９
６
３
ı
７
８
９
３　

　
　
石
川
町
下
泉
１
５
３
ı
２

　
　
　
地
域
づ
く
り
推
進
課　
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
１
５

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
対
象
と
な
る
建
物

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
で
、

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
戸
建
て
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠

組
壁
工
法
等
に
よ
る
木
造
3
階
建
て

以
下
の
住
宅

③
特
に
重
点
的
に
耐
震
化
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
住
宅
（
緊
急
輸
送
路
、

避
難
路
ま
た
は
避
難
地
等
の
沿
線
に

あ
る
住
宅
ま
た
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
単
独
世
帯
及
び
同
居
し
て
い

る
世
帯
の
住
宅
）

●
費
用
負
担

　
派
遣
に
要
す
る
費
用
は
、
１
３
０
， 

０００


円
ま
で
町
が
負
担
し
、
１
３
０
， 

０００


円
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た

金
額
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

●
申
込
方
法

　
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
の
所

有
者
は
、
次
の
書
類
を
都
市
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
込
書

②
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
又
は
平
面

図
③
着
工
時
期
が
確
認
で
き
る
資
料
（
建

築
確
認
通
知
書
、
課
税
資
産
明
細
書

な
ど
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課 

都
市
整
備
係 

　
　
　
　
　
　
　
☎
26

ı
9
131



　
N
T
T
東
日
本
で
は
、 

12
月
中
に
順

次
、
新
し
い
福
島
県
版
の
電
話
帳
を
各

ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
お
届

け
の
際
に
回
収
い
た
し
ま
す
の
で
配
達

員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
電

話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や
資
源
の
有

効
活
用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の
原

材
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
電
話

帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
次
の
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改
め
て
回
収
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
　
☎
0
12

0
ı
5
0
6
ı
3
0
9

　
　
（
平
日
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

平
成
25
年
度・26
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

N
T
T
東
日
本
の

電
話
帳
を
発
行
い
た
し
ま
す
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平
成
25
年
の
新
春
を
皆
様
と
一
緒
に

祝
う
た
め
、
恒
例
の
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
回
参
加
さ
れ
た
方
等
に
つ

い
て
は
、
今
月
末
に
別
途
ご
案
内
し
ま

す
。

●
日
時　
平
成
25
年
1
月
4
日
㈮

　
午
後
4
時
開
会

●
会
場　
ホ
テ
ル
松
多
屋

●
参
加
費　
2
，5
0
0
円

●
申
込
方
法　
参
加
費
を
持
参
の
う
え

役
場
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
11
月
15
日
㈭
か
ら

12
月
14
日
㈮
ま
で

●
そ
の
他

①
申
し
込
み
の
際
「
新
春
に
あ
た
っ
て

の
ひ
と
こ
と
（
60
字
以
内
）」
を
ご

記
入
願
い
ま
す
。

②
準
備
の
都
合
上
、
当
日
欠
席
の
場
合

に
参
加
費
の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
☎
26

ı
2111




　
平
成
25
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
業
務
説
明
会
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
12
月
9
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所

　
東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
講
義

棟
A

●
内
容

①
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
業
務
内
容

に
つ
い
て
の
概
要
説
明
（
要
予
約　

定
員
32

0
名
）

②
若
手
職
員
に
よ
る
座
談
会
（
要
予
約　

定
員
32

0
名
）

③
各
国
立
大
学
法
人
等
に
よ
る
個
別
説

明
会
（
個
別
説
明
会
の
み
の
参
加
は

予
約
不
要
）

●
概
要
説
明
・
座
談
会
の
予
約
方
法

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
実
施
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.bureau.tohoku.

ac.jp/shiken/

）
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
後
に
参
加
票
を
返
送

し
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
11
月
5
日
㈪
か
ら
11
月

30
日
㈮
で
、
期
間
内
に
定
員
に
達
し
た

場
合
は
そ
の
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
事
務
室

　
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平

成
22
年
3
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在

就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日

　
11
月
21
日
㈬

　
～
県
内
企
業
70
社
が
参
加
予
定
～

〈
実
施
内
容
〉

　
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
正
午
～
午
後
0
時
50
分

　
合
同
就
職
面
接
会

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

〈
会
場
〉

　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

（
郡
山
市
南
二
丁
目
52
番
地
）

●
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
1
週
間
前
に
、

福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担

当
者
と
の
個
別
相
談
、
安
定
所
等
各

機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　
☎
0
24

ı
52

9
ı
53

9
6

●
イ
ベ
ン
ト

「
古
代
の
鉄
づ
く
り
―
製
鉄
炉
操
業
―
」

　
古
代
の
製
鉄
炉
を
復
元
し
、
砂
鉄
を

溶
か
し
て
鉄
を
つ
く
り
ま
す
。

　
3
日
㈯　
午
前
9
時
30
分
～午

後
7
時

　
4
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

　
場
所
：
ま
ほ
ろ
ん

「
番
子
体
験
」

　
製
鉄
炉
操
業
の
際
に
、
シ
ー
ソ
ー
の

よ
う
な
装
置
を
足
で
踏
み
、
炉
内
に
風

を
お
く
り
ま
す
。

　
番
子
（
ば
ん
こ
）
は
、
た
た
ら
作
業

に
お
け
る
送
風
職
人
で
す
。

　
3
日
㈯　
午
前
9
時
30
分
～午

後
7
時

　

 

参
加
対
象
：
小
学
生
以
上

●
文
化
財
講
演
会

「
後
世
に
伝
え
る
福
島
の
郷
土
食
」

　
23
日
㈮　
午
後
1
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

　
場
所
：
ま
ほ
ろ
ん
講
堂

　
講
師
：
平
出
美
穂
子
氏

（
当
館
運
営
協
議
会
委
員
）

　
福
島
県
は
、
浜
通
り
・
中
通
り
・
会

津
の
3
地
方
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

独
特
の
郷
土
食
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
福
島
県
の
尊
い
食
の
文
化
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

●
館
長
講
演
会

シ
リ
ー
ズ
「
歴
史
は
知
恵
の
森
4
―
海

外
の
世
界
遺
産
―
』

　
17
日
㈯　
午
後
1
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

　
場
所
：
ま
ほ
ろ
ん
講
堂

　
講
師
：
館
長 

菊
池
徹
夫

●
実
技
講
座

「
縄
文
土
器
づ
く
り
初
級
編
」

　
17
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
場
所
：
ま
ほ
ろ
ん
実
習
室

　
参
加
対
象
：
小
学
生
以
上

　
募
集
人
数
：
16
名

　
材
料
費
：
1
0
0
円

●
企
画
展

ふ
く
し
ま
里
帰
り
展
「
ふ
く
し
ま
考
古

学
研
究
の
春
暁
」
―
棚
倉
式
土
器
の
発

見
・
新
地
貝
塚
の
発
掘
―

　
12
月
2
日
㈰
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館

（
ま
ほ
ろ
ん
）

　
　
☎
0
248


ı
21

ı
1
0
75


　
　
☎
0
22

ı
217


ı
5676




　
　
メ
ー
ル　

shiken@
bureau.

tohoku.ac.jp

※
最
新
の
情
報
は
東
北
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
実
施
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
業
務
説
明
会
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
新
年

互
礼
会
の
お
知
ら
せ

福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

白
河
館（
ま
ほ
ろ
ん
）の

11
月
行
事
等
の
お
知
ら
せ
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平成25年度町内認可保育所及び児童館の入所児童を募集します
★対象児童及び定員について

区分 施　設　名 定員 対　象　児　童
認可

保育所
第一保育所（町立）
石川町字古館143-１ １２０名 平成１９年４月２日から平成２４年４月１日までに生ま

れた児童

認可
保育所

第二保育所（町立）
石川町字松木下62-1 ９０名

平成１９年４月２日から平成２４年４月１日までに生ま
れた児童及び平成２４年４月２日以降に生まれた６ヵ
月以上の乳児　(乳児は定員6名)

認可
保育所

野木沢保育所（町立）
石川町大字曲木字燈籠場7 ４５名 平成１９年４月２日から平成２２年４月１日までに生ま

れた児童

認可
保育所

認定こども園　クローバー保育園（民間）
石川町字当町67-2 ６０名

平成１９年４月２日から平成２４年４月１日までに生ま
れた児童及び平成２４年４月２日以降に生まれた６ヵ
月以上の乳児　(乳児は定員３名)

児童館 沢田児童館（町立）
石川町大字沢井字大池下77-1 ― 平成１９年４月２日から平成２２年４月１日までに生ま

れた児童
⑴申込ができるのは上記の対象児童であって、保護者等が就労等により家庭で保育することができない児

童に限ります。保護者等が求職中の場合でも申込ができますが、入所後一定期間内に就職が決定しない
場合は、退所していただく場合もあります。

⑵募集の結果、定員を大幅に超えた場合等は、第一希望の保育所に入所できない場合があります。

★保育時間について
施　設　名 保育時間（月曜日～金曜日） 保育時間（土曜日）

第一保育所 午前７時１５分～午後６時１５分 午前７時１５分～正午

第二保育所 午前７時１５分～午後６時１５分 午前７時１５分～午後６時１５分

野木沢保育所 午前８時００分～午後５時４５分 午前８時００分～正午

認定こども園
クローバー保育園 午前７時００分～午後６時００分 午前７時００分～午後６時００分

沢田児童館 午前８時００分～午後４時00分 午前８時００分～正午

第一保育所及び第二保育所は通常保育終了後から午後6時45分まで30分の延長保育を行います。また、クロー
バー保育園も通常保育終了後から午後6時３０分まで30分の延長保育を行います。（いずれも料金は別途）

★保育料について
　　保育料・児童館使用料は町の徴収条例・規則により決定します。
★申込受付期間
平成２４年１１月５日（月）から平成２４年１１月２２日（木）まで
★申込先

⑴保健福祉課児童福祉係及び各保育所・児童館にて申込用紙等の交付を受け、必要事項を記入の上、希望
する各保育所・児童館へ直接申し込みください。

⑵現在保育所等に入所している児童で平成25年度以降も引き続き同一施設に入所を希望する場合は、申込
の必要はありません。ただし、家庭状況調査書等の必要書類は提出していただくことになります。

詳しくは、申込用紙等と一緒に交付される平成25年度保育所（児童館）入所案内をご覧ください。
お問い合わせ先　保健福祉課児童福祉係　☎26-0811
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●
日
時

　
11
月
9
日
㈮
（
弁
護
士
相
談
会
）

　
午
後
1
時
～
午
後
3
時

※
要
予
約

　
11
月
22
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
―
３
７
９
３

　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政
相

談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
11
月
17
日
㈯

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
返
済
で
き
な
い
借
金
（
多
重
債
務
）

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
借
り
て
は
返

す
日
々
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
多
重
債
務
は
、
放
置
し
た
ま
ま
で
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
返
済
に
追
わ
れ
て
苦
し

い
生
活
を
送
る
よ
り
、
一
日
も
早
く
借

金
を
整
理
し
て
、
落
ち
着
い
た
生
活
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
高
額
の
品
物
を
買
わ
さ
れ

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
12
日
か
ら

11
月
18
日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
、
人
権
週
間

で
す
。
石
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

次
に
よ
り
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
12
月
6
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所

　
石
川
町
公
民
館
（
高
田
）

　
中
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
（
双
里
字
神
主
）

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
は
、
特
設
相

談
所
開
設
日
以
外
で
も
、
皆
さ
ん
の
人

権
擁
護
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん

だ
場
合
は
、
各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
、

ま
た
は
法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

●
地
区
の
担
当
委
員

　
石
川
地
区
：
丹
内　
春
夫

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
５
５
１
２

　
沢
田
地
区
：
郷　
　
信
子

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
０
６
５
２

　
山
橋
地
区
：
須
藤　
洋
子

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
３
６
５
８

　
中
谷
地
区
：
阿
部　
文
子

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
５
８
８
９

　
母
畑
地
区
：
福
田　
德
一

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
６
４
８
１

　
野
木
沢
地
区
：
鈴
木　
紘
一

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
４
０
４
４

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
係

　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
９
１
２
０

　
㈶
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助

を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
場

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
費
用　
参
加
費
９
万
円

※
日
程
等
の
詳
細
は
、
次
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　
☎
０
３
ı
３
２
６
１
ı
５
５
２
１

え
て
し
ま
っ
た
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　
11
月
14
日
㈬

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
８
４
１
６

の
暴
力
や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
女
性
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
、
無
料
で
、
人
権
擁
護
委
員

及
び
法
務
局
職
員
が
応
じ
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
強
化
週
間

　
期
間　
11
月
12
日
㈪
～
11
月
18
日
㈰

　
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
※
11
月
17
日
㈯
・
11
月
18
日
㈰
は
午

前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
☎
０
５
７
０
ı
０
７
０
ı
８
１
０

　
　
　
　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て

も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
☎
０
２
４
ı
５
３
４
ı
１
９９

４

　
福
島
県
で
は
福
島
県
弁
護
士
会
と
連

携
し
、
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法
律
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
手

続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
料　
　
無
料

●
相
談
時
間　
30
分
（
午
後
1
時
30
分

か
ら
3
時
50
分
の
間
に
実
施
）

●
実
施
場
所
等

　
郡
山
市
及
び
白
河
市
に
お
け
る
会
場

と
日
程
（
11
、 

12
月
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
福
島
県
郡
山
合
同
庁
舎

（
郡
山
市
麓
山
1
ı
1
ı
1
）

　
11
月
14
日
㈬
、 

21
日
㈬
、 

28
日
㈬

　
12
月
5
日
㈬
、 

19
日
㈬
、 

26
日
㈬

・
白
河
商
工
会
議
所

（
白
河
市
道
場
小
路
96
―
5
）

　
11
月
8
日
㈭
、 

15
日
㈭
、 

22
日
㈭

　
12
月
6
日
㈭
、 

13
日
㈭
、 

20
日
㈭

※
な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
次
に
よ
り
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
原
子
力
損
害
の
賠
償
等
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

　
事
前
予
約
受
付
番
号

☎
0
24

ı
523


ı
15

0
1

●
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
8
時
（
平
日
）

弁
護
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

原
子
力
損
害
賠
償
巡
回

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

心
配
ご
と
相
談

定
例
行
政
相
談

平
成
24
年
度
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て
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お申し込み・お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６-２５６６　FAX２６-４９９２

第６５回成人式開催のお知らせ
●日　時　　平成２５年１月１３日（日）午前１１時～
●会　場　　ホテル松多屋
●対象者　　平成４年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方。
①石川町に住民登録がない方で町内の学校を卒業し、本人が成人

式に参加を希望される場合は、本人又はご家族の方が、１１月３０
日（金）までに参加申込書を各受付窓口（公民館・教育委員会・
役場窓口・各自治センター）に提出してください。申込書は、
各受付窓口にあります。（申込書には、本人の氏名・生年月日・
現住所等を記入してください。）

　申し込みをされた方には、１２月上旬に案内状を送付します。
②石川町に住民登録がある方は、申込みの必要はありません。１２

月上旬に案内状を送付します。

平成２４年度子育てサポーター養成研修会が終了しました
　平成24年度子育てサポーター養成研修会は7月21日～8月18日
にわたり行われ、中学生・高校生18名の参加で終了しました。
　第二保育所の圓谷所長から「乳幼児の関わり方」と題して講
義を受け、家庭の団欒が子どもの情緒の安定につながり、あた
たかい言葉、語りかけが大事であることを学び、保健センター
小松次長からは、人はどのように成長するのか、成長していく
ためには何が必要か「子どもの発達と成長」を学びました。ま
た第二保育所での3回の実習を体験し、子どもたちとのふれあ
いを楽しみました。
　研修会を通して、人は一人では生きられないこと、見て、聞
いて、体験し、家族や両親への感謝を改めて感じた研修生の姿
がありました。

おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール表彰式
　おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール表彰式は9月25
日、共同福祉施設で行われました。
　このコンクールは、命を伝えてもらった祖父母に感謝し、家族
愛を一層確かなものとしてほしいと教育委員会、青少年健全育成
推進協議会が開催しているものです。
　この日は、優秀作品48点を表彰し、その後、受賞者の中から飯
島徳子さん（中谷一小1年）、猪狩明日香さん（石川小3年）、鈴木
美咲さん（石川小6年）、田中真海さん（石川中1年）、高原有由未
さん（石川中3年）、矢吹綾香さん（県立石川高1年）が手紙を朗読
しました。
　また、受賞者を代表して北條夏美さん（学法石川高3年）があい
さつをしました。
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　気温が下がり、空気が乾燥する季節になりました。
かぜやインフルエンザが流行しやすくなる時期です。
予防対策として、日ごろから、「うつさない」「うつら
ない」ための準備をしておくことが大切です。
１．かぜとインフルエンザの違い

かぜ インフルエンザ

症
状

鼻水やのどの痛みな
どの局所症状。

38℃以上の発熱やせき、のどの
痛み、全身の倦怠感や関節の痛
みなどの全身症状。

流
行
の
時
期

一年を通しひくこと
があります。

例年12 月～3 月頃に流行しま
す。4月、5月まで散発的に流行
することもあります。

２．予防のポイント
　 （かぜもインフルエンザも基本は同じです！）
1手洗い、うがい
　外出先から帰宅した際は、こまめにうがい・手洗い
を行いましょう。
2適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し
てしまいます。部屋の中では、加湿器などを使って、
十分な湿度（５０－６０％）を保ちましょう。
3十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　からだの抵抗力を高めるために、十分な休養とバラ
ンスのとれた栄養摂取を心がけましょう。

4咳エチケット（外出する際のマスク着用）
　インフルエンザが流行してきたら、不要な外出は控
えましょう。外出するときは、マスクを着用し、咳エ
チケットを守りましょう。
5流行前のワクチン接種（インフルエンザ）
　予防接種を受けることで発症する可能性を減らし、
もし発症しても重い症状になるのを防ぐ効果が期待で
きます。
★平成２４年度は、下記の方を対象にインフルエンザ予

防接種費の一部助成を行っています。

対象者
①６５歳以上の方（接種日当日の年齢）
②６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の

機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障害により身体障害者手帳１級の方

実施期間 平成２４年１０月１日㈪～平成２５年１月３１日㈭
回数 １回

接種料金

１回に限り、２，０００円まで助成します。２，０００円を
超える額は、直接医療機関にお支払いください。

※自己負担金は医療機関によって異なる可能性があります。
※６５歳以上で生活保護世帯の方は、無料（全額助成）とな

ります。
実施場所 石川郡内の医療機関、広域予防接種医療機関
申し込み方法 医療機関に直接予約の上、接種を受けてください。

かかりつけの医療機関で
特定健診が受けられます

　町で実施している総合健診のほか、かかりつけの地域医療機関でも個別に特定健診を受けることができます。
受診されるときには、被保険者証と特定健康診査受診券を医療機関へ提出してください。

＊特定健診実施機関＊
医療機関名 所在地 電話番号

医療法人社団愛恵会　大野診療所 石川町字下泉171 26-2615
石川中央医院 石川町字新町55 26-2024
医療法人　田中内科医院 石川町字立ヶ岡50 26-3333
医療法人誠励会　中島医院 石川町字新町46-1 26-3415
医療法人萩医会　やまもと内科クリニック 石川町大字双里字白坂下75-3 26-8311
医療法人　味原医院 玉川村大字川辺字和尚平279 57-2054
医療法人敦会　ふるどのクリニック 古殿町大字松川字林14-1 32-1114
医療法人蕉窓会　あつうみ内科医院 玉川村大字小高字中畷18-1 37-1544
医療法人仁進会　角田内科医院
胃・大腸クリニック 浅川町大字東大畑字新町10-1 36-2067
医療法人誠励会　ひらた中央病院

（附）ひらた中央クリニック 平田村大字上蓬田字大隈30 25-1414

●受診期間　　　平成２４年１１月１日から平成２５年１月３１日まで
●受診できる方　４０歳から７４歳までの国民健康保険加入者で「特定健康診査受診券」をお持ちの方
●健診内容　　　尿検査・身長体重・腹囲・血圧測定・診察・血液検査
●健診費用　　　個人負担は１，０００円です。

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」

インフルエンザを
予防しましょう

●お問い合わせ先　保健センター　☎２６－８４１６
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石川町 11～ 12月の主な予定

11 月  ● November 12 月  ● Desember

1
2
3
4
5
6

7
8
9

10
11
12
13
14

土
日
月
火
水
木

金
土
日
月
火
水
木
金

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

特設人権相談所開設　　　　　　　　　　

1歳6か月児健診（13：00〜）　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　

2歳児教室（9：30〜）　　　　　　　　 
3〜4か月児健診（13：00〜）　　　　　 
ＢＣＧ予防接種（13：00〜）　　　　　　

添田医院

町公民館、
中谷自治センター
保健センター

ふるどのクリニック
（古殿町）

保健センター
保健センター
保健センター

15
16
17
18

　
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

木
金
土
日

　
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

第24回市町村対抗
福島県縦断駅伝競走大会

在宅当番医

3歳3か月児健診（13：00〜）　　　 
在宅当番医

在宅当番医

1歳児教室（9：30〜）

角田内科医院
（浅川町）

保健センター
やまもと内科

大竹眼科

保健センター

（平成24年9 月 1日～9月30日までの届出分で掲載希望のあった方　敬称略）

●１１月２６日㈪までに納めましょう
　固定資産税（第３期）
　国民健康保険税（第５期）
　介護保険料（第５期）
●１１月３０日㈮までに納めましょう
　後期高齢者医療保険料（第４期）

氏 名 保 護 者 住所

山崎　澪
み

奈
な

（正　也・未　来）中　野

吉田　陸
りく

人
と

（幸　夫・博　美）曲　木

鈴木未
み

来
ら

乃
の

（信　明・文　恵）塩　沢

星　　大
だい

輝
き

（和　樹・恵　美）長久保

有賀　逸
いつ

貴
き

（貴　矩・　岬　）塩　沢

三瓶　龍
とお

吾
ご

（智　之・明日香）下　泉

有松　煌
あき

叶
と

（達　哉・明　恵）和　久

遠藤　　晴
はる

（　博　・美　佳）形　見

竹貫　梨
り

紗
さ

（敏　晃・陽　子）下　泉

氏 名 住 所
荒　明　健　二	 （鹿ノ坂）
相　樂　サ　イ	 （双　里）
緑　川　ア　イ	 （谷　地）
大　串　啓　次	 （北　山）
遠　藤　幸　雄	 （山　形）
鈴　木　サ　ク	 （中　田）
常　松　タ子ヨ	 （塩ノ平）

　牧　トキヱ	 （高　田）
圓　谷　正　重	 （中　野）
矢　吹　正　利	 （谷　沢）
野　本　キクヨ	 （湯郷渡）
山　田　春　雄	 （猫　啼）
緑　川　ミサ子	 （白　石）
永　沼　義　德	 （湯郷渡）
曲　山　キ　ヨ	 （塩　沢）
丹　内　ト　ミ	 （当　町）
佐　藤　力　雄	 （曲　木）
小　湊　リ　ウ	 （山　形）
穂　積　信　次	 （南　町）
二　瓶　喜代子	 （中　野）

　新　郎　新　婦（出身地）　

野崎　和広（沢　井）・八巻　美佐子（沢　井）
長谷部　誠（塩　沢）・阿部　亜季子（福島市）



編集後記
　取材等でスポーツの大会や文化祭
などにお邪魔することもありますが、
趣味などに一生懸命打ち込める人は
すごいなと思うのと同時にうらやまし
くも思います。芸術の秋、スポーツの
秋、読書の秋…、「～の秋」という言葉
がありますが、私は残念ながら今のと
ころこのような秋を満喫できていませ
ん。秋を上手に使って一生懸命打ち込
めるような趣味を見つけられればと思
います。　　　　　　　　（佐久間）

表紙の写真

第307回第307回

野木沢
小学校

【施設紹介】
　野木沢小学校には、『夢（目標）、情熱（根気）、感動
（実現）』を合言葉に、１１６名の子ども達が元気いっぱ
いに通っています。我が校自慢の一つは、校庭東側の
「希望ヶ丘」です。毎日子ども達が遊び場としていま
す。課外活動として合奏部と陸上部があり、充実した
活動をしています。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

母畑小学校　６年　  関根　綾子さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．スポ少がないときは、妹といっしょに帰り、一人で

下校しないようにしています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．私は、パティシエールになっておいしいおかしをた

くさん作ってみんなを笑顔にさせたいです。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
あや こ

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

１７，１６３人（　　１８）
（  ）内前月比●10月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

８，３２１人（　△  2）
８，８４２人（　　20）
５，７２５戸（　　22）

　野木沢保育所に通う近内　壽壱（じゅいち）く
ん、爽馬（そうま）くん、祖父の光裕さん、祖母の
光子さんです。

　野木沢保育所に通う近内　壽壱（じゅいち）く
ん、爽馬（そうま）くん、祖父の光裕さん、祖母の
光子さんです。

近内　祐太さん（6年）

岡田　はなさん（4年）
　葉っぱがいっぱいで大きな木が大好きです。葉っ
ぱの色々な色を点がきであらわしました。木の枝の
おくゆきをかくのがよくできました。

　ぼくは、学校の窓や草などの所を
本物みたいにするためにいろいろな
色を使いました。かげを作るのが、と
てもむずかしかったです。今まで通っ
た学校をていねいに描きました。

「
ぼ
く
た
ち
の
学
校
」

「
昼
と
夕
方
の
木
」

曲山　くるみさん
（2年）
　はがピカピカになる
までしっかりみがいて
います。だからはを一
本一本しっかりかきま
した。目もがんばる目
玉にしました。

まがりやま

こんない

おか  だ

ゆう た

「一生
け
ん
め
い
み
が
く
よ
」
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